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R6sum6

Inorder■toknowtileOptimllm temperaturefor

growlhtoflhewireworm,MelanoEILSCaudeELewis,

atitsfeedingperiodinspring,itsoxygenconsump･

lion atvariollS.temperatures Were measured

usingWarbllrg'smanometer.-
TheoxygeilCOnSumptionincreased㌔Iinearlyfor

70minutes,whilethewormswereshakedas

freqllenta5110timesperminute.Therefore,the

oxygenconsumptionsin60minutesafterthestart

oftheexperinienttvereconsideredasanindex.

ITheoxygenconsumptionsperindividllalincreased

graduallyasthewormsgrew,andtllistendency

wasmoreremarknbl占asthetemperaturerose/

At350theoxygenconsumption of the smalll

ind王vidllals一essthan14mgdecreasedrapid一y,

probab一ydue′toa.nyfactorotherthantemperature･

The02COnSumptionpermgofbodyweightis

爪･22 怨-Ⅰ:
h'ghinyoungerindividualsanddecrcaSeSgraduallyI
tLStheygrew. ､ /

The02COnSumpt王onperunitbodyweighttakes

nconstantvaluewhenthebodyweJ'ghtofmeasured

ind王vidualsandtemperatureweremadeconstant.

Thcrcforc,this value 王s used adequately,for

compLlrisonofdataobtainedatdifferentcases.

In theJindividuals weighing 30mg, the02

consumptionwasco.nstantbfaboutO･2mLat1515

-200Jwhileat25,30and350,-it､incr占AseSt0

.0.36,0.6and1.05mLrespective一y.

Theauthorsassumedtllatbalaliced state of

respiration王samailifestat王onofnormtallifeand

thedisttlrbcdstateofitisthatofabnormallife.

Assumingthatthenormalstatedofrespiration

inspringwas0.2-0.3mLof02COnSumption,the

th!eshpld-Of temperattTre exerting abnormal
infltlenCeOn the､respirationーare23O,and 220,～
respectivelyontheindividtlalsof30mgand20mg

ofbodyweight.

The02COnSumptionofthe･wormat王tsimmatllre

ilarva一period waslligher-thanthatofmatllre

larvae. TheO2 COnSumPtion of the worms

collectedonMay1werehighertllanthoseofthe

w｡rmscollectedonMaich8.Itisbelievedtb'be

owingtothed王fferencくさoftemperatllrCOftheir

livingp一ace.

Sttldieson theRehtion hctwc.en 一heSilicaContcnHrttheltice-plantandthelnsccI

peSt9.V.KaoruŜ ŜNO･L･0(LaboL,ato,yOfAppliedEnlomoI.gy, FacultyofLibel,alArtsand
Education,YamanashiUniversity,Kofu).ReceivedNov/20,1956.Bolyu-Kagaku,22,159･164

1957,(with Englishresume,164).

95. 水椙珪酸と婁虫 第5報 笹本 啓 (山梨大学 学芸学部 .応用見出学研死去)31.:ll.20受理

謹 ん で 泰 川 忠 音 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し 奉,ち.

ニカメイチiゥの内科的予防剤としての珪酸の苛幻を光化学的にしらペ, さらに班栂池肥水掛 こ対

するニカメ･イチユウ,ツマグロヨコバイ,イネカラ1ヾエ,イネットムシIJどの加'JIについて調光した.

古くSa_ussureが植物休中に珪竹の存lEを旧摘して

以来,作物の栄養生理,生化学,肥料学的面兜が行わ

礼,今世紀に入り極めて多くの研兜がなされ,‡た敢群
としての鉱梓は早くより詔家のtJ拭 するところとなり,

枇物梢和学上水稲-rFn麻AS脚 ,Liや村熱病の予防的作用が
認められるに到った.

rArt省はさきにニカメイチエウにつき,ポットおよび

Bhl似試験を行い,拙放出FT]水稲の紋日が著しく軽減さ

れることから維持的;その枇TJT･TJ防剤とtZて効あること

を述re,1㌧ その原田の一部と,FEわれる2,3の点に考､

群を加え,又イネットムシ,イネカラ′ヾエ野̂について

も調査するところがあっ7こ5,6).

本文はニカメイチユウの内村的予防剤としての珪故

苅&'1を光化学的に調べ,班に珪懲施肥水稲に対するニ

カメイチエウ,ツマグロヨコバイ,イネカラバェ,イ

ネットムシ苛の加告について調査したもので,､1956年

5月～11月に行い供試品種は山梨県下に最も広く栽培

されている出林8号を用い,高さ垣径共に 18cm の

瀬戸引ポットに,山梨県の代表的秋落地相である煎八

代郡富士見村水田土壌 (砂土)lrI匁に硫安 ･過石 ･
159
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硫較加里を加え,3要素を夫々0.5gとし,珪敢区に

は鉄 M 斑カル (有効珪酸 36.75,00')を6月20日施用,

別に捺準区を設け,両区8.ポットづっに湛水1週間後,

普通栽培に.よる長さ約25cm の,q分菜苗3本づ 移ゝ植,

縞室内で育成した.田吸試験には川鉄 28珪酸苦土石

灰 (有効珪惣 28%)を施用した.

供試珪敦及び楼準両区の水田珪怒合有虫は目下分析

申であるが前年の実験と用土3要素珪硬の班用晶質共

同じく同じ品種を同一栽培法にようて符,又鏡検によ

る表皮珪化細胞の珪化碇からみて夫々珪電区 10%,

標準区 3% とみて大差ないものと思われる.

珪繋肥料は東北怒気製鉄会社,川崎製鉄会社の提供

によるもので,珪酸の光化学的研究には東京罷工大学

鈴木博幸の称教示を札 試験田の選定施肥栽培等は山●■
梨員試小尾技師の計画に基き,峡申防除所功刀正幸氏,

東八代防除所土畠究氏,柏農業改良普及所渡辺文男氏,

の助力を待て行ったものである.試験田を提供して耕

作調査に協力された富士見村荻野泰大氏,中道町小沢

忠d氏,田富付足立正治氏,大里町深田詑氏に深く感

謝の志を袈する.
∫

稲体珪酸の光化学的研究 -
/

'病虫害に対して稲体に抵抗性を附与する珪哲が稲の

成長に伴って如何に節税されるか,その部位,時期,

虫の多少等を調LEした.

実験方法及び結果 本実験は珪薮の苗群fiを分析法に

よらず,･光化学的にグローブ法を改良したサフラニン

一一~I.フエソール法を用い去皮の珪化細胞の珪化度を朝敵
一曲によ_り茄身髭皮細胞数を超現別に測定しI=.又幼苗

期の珪較3'朋をみるために5寸シャーレーに水洗した

砂を充し,硫安 0.2g,退石 0.4g,硫繋加盟 0.1gに

鉄 M 珪カル1gを施し湛水1週間後5月19日拓柾網

宝円で育成した. 1

(A) 幼苗期の珪敢苗机:6月16,28両日草丈約
1

20cm の時,上位節3染身中央部を調べた結果は耶1
表の如くである.(01ym pllS40×10,20視野平均)緑

色生粟中の若桜珪酸は2週間後枯死柴中に殆んど見ら

れない (第1図).

Table1: Termaldifference･ofaccllmulation

(B) 成熟期に掛 する珪酸苗儲: Lti班前と後に上
位第4茄を調査した結果 は第2表の如 くで あ る.

(Olym pus40×5,20視野平均)幼苗期と同じく枯死

袋に殆んど見られない.

(C) 同一菜枯死前後の珪顧帯稲差宍 : 同じ矧 こ

ついて10月10日枯死flj可後の差をみると全体混色を皇し

ている時,機動細胞に苛税したものは多角形で あ る

ofsilicaintheear一ystageofrice-p一ant.

Date lA｡｡ea,anc｡｡fleafblade .Silicatedcells

二 ._∴ 十 一､.. ∴ . .I.1 ∴ ! ･Mot?_I-響
June16 l green(living) ＼l 9･7

June28 ･I grey(dead)

Explanationoftllefigures.

1:-A,sil王catedcellsintheI.Pper3rdleafb一adeobtainedonJune16･I,,longccll･S, short
cel一.V,vasclllarhandle.m,motorcel一. B,silicatedcellsarenotseeninthedeadupper3rd
leafb一adeobtainedonJllne-28. . ､

'2:Silicatedmotorcells.in_the一ivinggreenterminalleafblade.m,motorce一l.r,ricecelLA,
hir.b,process.

3,4:Silicatedmotorcellsinthepaleyel一ow halfdecayedtem inal一eafb一ade.Inthebaseof血e

leafblade,thesilicatedroundce17saresmal一erthan､thatoftheupp_erportion･
5:Storedsilicainthemiddleofthetermiulleユfbladc,ovaトmotercells.rcctanglllar-longce一l.

6:Proccessonthesurfac昌oftheleafblade. A,livingleaf. B,_deadleaf.
7:､Sideview ofthericece一l. A,livingleaL B,deadleaf.
8:C,blastdisaSeOftheupperlstinternode. l l
･9:After7weeksfloodedwith watdr.1C,upperllstinternddedecayed.2C,twistleafblade.

10:Smutdiseaseofthelowerpartoftheearsdueto theinoculationofthegreen.riceleaf

hopper.∫

ll:Mandiblesoftllericestem borerin t̀heexuviaeofthe4thinstarlarvae, S,silicap一ot

C,control･mandiblesaredefaced･
12:Portionofbiteontheterminalleafbladebythericestem borer.

13:Piec90fbiteofthericestem borer･
14:EkcrementoEthericestem borer.

15:Portionofbite2daysafterinoc111ated104thinstarlarvae二 ＼

161

･I
l

＼



､＼,

防一虫 科 学 蔚 22 巻-I

Table2: TermaldifferenceoEacumulationoEsiTicainthelatestageofrice-p7ant.

Obtained l ./ApeaTanCeOfleafblade
Silicitcdcells

Motorcells L Longandshortcells

Zcufgo.re31heading L green(living) l 14･0 1 1･8
Afterheading
Sep.14 grey (dead) l ､I2.3 ′ l 1.3

(第2回),枯死した灰色の菜先部に殆んど見られない

が下部の生きている緑色部では球形,楕円形,大小種

々の形 (第3図)で,-基部きこ近いもla)程小形のものが

見られる (第4図). 又長短両細胞は周縁の鋸歯状部

が波形!こなつ.ている.

(D) 止菜の珪酸蓄稲 : 罪分析によると止粟の珪

酸は下位のものより多宜の珪敬を含有しているが,枯

死菜の機動細胞内の蓄積珪酸は,大小種々の球形,楕

円形,多角形を里し比較的多畠に存在する (第5回)･

長短細胞内のものは周縁が波状である.

(E) 表皮珪化屑の珪酸蓄積 : 表皮珪化層の珪軟

は顕微鏡的に枯死後も毛茸突起及亜鈴細胞の形状,大

小に殆んど差が認められない (第6,7回).

(F) 稲休珪懲蓄憤部位 (水中浸涜実験): 両区か

ら出稔期に発育の等しい稔,上位第1節間,及び止柴

の菜鞘,､柴身夫々5本づ 取ゝり,9月4日川水を充し

た容器中に沈没させ,6週間後10月16日に取出してみ

ると培準区の稲体表面は微生物が繁殖して粘質物に包

まれ,栂首のイモチ病に侵されやすい部分が腐敗軟化

(第8,9図)しているのが見られた. 又楼準区の菜身

を引上げると内払こ招縮してまるく1本の棒の如くで

あるが珪教区稲体は原形に近い形を伴っている.3ケ

月浸摂及び1ヶ年風化にさらした く1954年11月㌣1955

年10月)場合は脈間が軟弱欠如しているのを認めた･

考察:以上サフニンフエ!-ル法によって助苗と成
熟菜の同位の薬,同一菜の枯死前後,止菜怯死後の蓄

積珪教の形状,大小,濃淡-(珪質化の多少を示す)等

からみて,一旦苛税されたものも他の同化養分と同様

に枯死前移行するものと思われる.これ等の変化は俗

解移行の途中の形と考えられる.粟面の表皮珪化屑2)

突起,毛茸などに苔成されたものは枯死後も残存する

が,機動細胞及び長短両細胞に旺蔵された珪酸は東の

′生理作用が衰え,菜緑の衰退と共に唄次上位の茎葉に

分散移転し,最上位の止菜は根から吸収した珪酸と共

に灰分や 90% 以上の珪酸を含む粗を形頃するため頻

優畠を供治し残余が停滞する甲で糞のうち最も多く珪
敬を含有するものと考えられる.

一帯故珪酸を光化学的に形態及び教員的変化の点のみ

から考察したが更に化学分析と相侠って追跡すること

が必要である.

水中浸琉実験は稲体の水中に放ける因蝕程度から珪

162
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化庇を推定することが出来,水温を高く保てば短期間
に知ることが出来る.

珪質化稲侍と=カメイチユウの加害
■葛i
珪霞化稲体は全体強剛であり,且つこカメイチユウ

が食入る茎柴の脈間が強いことを調査したが5,6㌧更
にこれ等の事実を追試するため大顎,食痕,排継物な一

どを調べてその耐虫性の一端をうかがうことが出来た.

実験万琵及び結果:前記供試稲の止粟及び茎の第2

節間を試験管中に入れ,第4令幼虫を接種したとC.ら
珪敢区の菜は食症少なく(第15図), 粟脈の部分が切

取られないが槙準区は完全に噛切られている(第12図).

又頭部脱皮殻中の大顎は,珪繋宏のものは破損磨滅し,
捺準区のものは転歯損傷少なく(第11図),鋸歯にある

小鋸歯も残っていJる.この択鰐程度の比較は摂食時間

と摂食塁とが両方同じでなければならないので脱皮忠

中の大顎をとった.′食後直ちに食道から食片を取出し

てみると.珪焚区は食片両端の綴経が完全に切取られ

そいないが槙準区では切口が平な線で取られてIい る

(第13図).茎内の排継物は珪酸区は細胞膜が比較的は

っきりとしているが標準区は隈がくずれ消化の難易を

うかがうことが出来る (第14図).

一考察 イモチ病菌について稲体表面の珪質化は穿入

歯の告辞抵抗を大にするものと考えられているが,主

カメイチユウについても食入抵抗を大にすることが知

られた2).

ニカメイチユウが珪買化の小なるものに食入する遜

卵詑力のあることが5)知られているが,珪質化稲体の

耐虫性については,このほか栄養物質その他種 化々学

的物質の鰭哲も孝いことと思われる.以上の接種試験

は珪質化稲体の強剛性を示すもの七二カメイチユウ告

に抵抗性を与える打のである.

1
･ 珪酸肥料とツマグロヨコバイの加害

山梨県では従来ツマグロヨコバイの被害は重視され

なかったが,2,3年前から注目されるようになり,∫

その発生両班は昭和28年5町歩,29年700町歩,30年

790町歩,31年800町貌 萎縮病の発生を伴い年 増々

加の院向にあり,特に本年の発生甚だしく,9月4日

1夜に誘蚊灯に飛来した数は4万9千頭に及び,昭和

29年には麦作に大富を及ぼしている (以上山梨員試

l
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Table3: Relationbetweentheslagfertilizerandthe,greenrice_leafllOpPer.

Fullyripe_unhulledrice Unripeunhulled一ice

S-u闇 ;ddlss:aa.itnlleess,S

上川L

Waears三∵

調)
.
同山の放飼,
接郡試験を前記両区水稲を用いて

次の結果を柑た
.
I

実験方法及び結果(A)飼育枠内放飼試験:ツ

マグロヨコバイと珪憩との5g拓を知る7こめに120×75

×45cmの枠に寒冷抄を張り,こ
れに両区の発育均等

な15本を残し
.
他を切冷し
,
各区を2ポットづっ,
A
,
,

ねて栽培中の網壷から移し
,
節1回は出柑朋2)9月4

日150匹
,
第2回9月12日100匹
,/
節3回9月17日50

匹(以上概数)を故飼し次の結果を得た
.
煤粗は招準区に多く且全面黒色のもの多く(誇10図)

珪敢区は少局ついているのみである.
若色概数は褐色

小点
,
紫褐色
,
其他汚染したものを数えた
.
政商槙準

区の枕は珪教区の4倍,
煤病は6倍となっている.
知放飼言水稲は全期間中を網畠におき,
放飼宝は9

月14日以降2ケ月寒冷沙宝に'mき,
両者の条件が多少

異るが被告の憤向を知るため表示した
.
更に粗密精白

による屑米を調査すれば両者の被害の差は一層多くな

ると思われる
.′
r

(B)抜群試験:長さ20cm,
宙径Scm硝子円筒

円に両区の稲1本ずつを入れ,
9月､4日20匹ずつツマ

グロヨコ̂･イを投機しておき,
10月10日脱皮叡頭部の

口吻先端をみると按準区は先端鋸幽状であるが珪懲区

のものは先帆波状で抗協が著しいのは,ー
珪化粧の差に

よるものである
.
この旧鮎程姥を比較するには経過日

数等しく同令のものでなければなちないので.
脱皮殻

頭伺1
.
04mmのものを取出しT=.
標準賞は煤病多発

し黒色である
.
考察:珪酸施用水稲は枕
,
煤私君色相の発生少な

く栢式も大であるところから珪!掛まツマグロヨコバイ

被告予防剤の効果を認めることが出来る
.
古来大凶作

飢陸の原因として記録されている他のウンカ頬につい

て･
も同様な効果があると考えられるが今後の研究に侠

つべきである.
本LEl.<ではツマグロヨコバイ
は年5回発

生幼虫越冬
,
5月上旬飛来し甲府盆地南部多発地相で

は専らマラソン2,
000倍校によって防除につとめてい

るが,
同地は珪懲不足地であるから珪繁を施して同時

に事前崩,&'3-柴枯柄等も或程粧制限し取吉を軽減する
ことが出来ると思われる･;

珪鼓肥料とこカメイチユウ,イネカラバニ,

イネットムシの加害

1954,～5年富士見村で上記3望出と珪類との田孫を

調べ∴こカメイチウ,イネットムシについて知るとこ

ろがあったが,･イネカラバニについてはそのfq係を明

らかにするに到らなかった.本年は田士見村のほか,

中道町,大里町,田田村等3ヶ所を加え,珪敢肥料も

別超を用いて調書云した.上記4試験地は符吹川土砂氾

濫地で,川を挟み互に約3.5km柾隔て爪下主要米作地

であるが,又病苦虫常時多発地相で拓年取苔が多いの

でその防除対辞を訊ずる一助として次の実験を行つ'T=.

試験方法及び結果 :各試験地3_要素鬼m左互は大約基

肥として宝第2rI,加盟1.5ff,瞬繋2fⅠ位を捺準と

し,珪敢源として川鉄28珪酸苦土石灰(有効珪酸28%)
反当 30胃泡FT]し,宝累増盈区は硫安を追肥として施

し,供試晶矧 ま各地代表的のものをとり,栽培中は病

.f!J!虫防除を行わず自然のままとし,仇行によって載増

した.

ニカメィチエウと稲麹病は珪教区に少なく,窒宗を

和地すると多くなるが珪要併用をこよって少なくなる.

イネットムシは珪竣区に多く,また窒素を糊彪すると

多くなる.
∫

イネカラバエは記の高温乾燥のため発生少なく考察

出来ないが,珪繋区に少ない悦向を認めた.又9月以

降雨天続きのため節,松首イモチ柄の発生多く,矧こ

生糸増員区に多いが,珪懲併用によって告が少なくな●

るのを知った.煤矧こも同様なことが見られたので,

ツマグロココパイの告も大きいことが考えられる.申

iEI試験地でニカメイチユウについて珪髄の効果がみら

れなかったが,その施用砲不足によるものか石か適虫

試験:･こよって願かB.る必要がある･以上の病虫害調査

から珪勤ま窒累脚坑!Ltる弊告を依うことがみられナ=.

考努;:珪軟はイネットムt,を多く招来するがこれを
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Table4: Relationbetweenthes一agandnitrogenfertiTizeratldtheinsectpestsamiddisease

[

Loca一ityRiceVar.RicenOptantskipper.､inltsubo Rice~stem borerinjuredstemsin500stems . Ricestem maggotinjuredearsin500ears Ricemaltedd王seaseno'Jofgrainsてin500ears Npadded

CS尉 孟∵畑吊 l■孟再 甘沌 C.ド.sr十:上蓋
(14.%)(8.0)(19.2)(13.8)(8.2)(5●0)世と型(4.6) (0)､(o)(0.2)(0) 30

Naka一一mi(;hiit2 2 8 1年 18 ･20 28 52 ~53 6 2 2 '1 .ll 5 171 5 30(4.0)隻_壁(10.4)(10.6)(1.2)(0.4)イ0.4)(0_2)(2.2)吐_壁 (14.2)(1.0)

Tatomi★34 ll ll 17 24 一9 ･17 16 6 2 0I.7 .J'2- 12 -8- 6.050(3.8)(34 (32 (1.2)(0.1) (0)些上し(0.1)(2.4)(1.6)(1.2)(0)

0Pato-X.5p 8 32 ー25 27 ･37 32 107■ ■29 02 4 二oIll 02 -2 ､50.(7.4)(6.4)(21;4)(5.8)-(0)(0.1)(0.2) (0)(0.2) イ0).(0.4)(6.4)

*1:Jidaasahi/ 2:Norin31, 3:Kinnampu,
SISlagfertilizer, N:Nitrogenferti一izer.

′
防除すれC盟主散によって一層増収される.ニカメイチ

ュウには予防の効果があり,イネカラバエも珪酸区に

少ない焼向を示している.珪骸が窒素多肥;こよる病害

虫多発の害を補う効果は注目すべき点である.

以上の試験地は古来県下の秋落地帯として知られ有

I.効珪酸の乏しい地措であるから.珪酸施用によって年

I'Jqの病害虫の被告軽減を計ることが出来るが'その施

用虫は土地によって考慮すべきである.

摘 要

･珪酸は稲体の隣動細胞及び長短両細胞などに苔研き

､れたが,その形状,大小,所在位田等の時期的変化をl
光化学的にみて,茄の枯死前に移行するのではないか ･

,と考えられる∴止矧 ま珪酸最後の苛税所となり･.籾を
形成するに必要な珪酸を供給し残余が止るので他の菜

に比して含有良が多くなるものと思われるが,今後化

学分析と相供って研究しなければならない.

珪霞化稲体はニカメイチユウの苔にたいして抵抗性

が大であるこ'とを大筑 食煩.食片.排継物等を調べ

て知ることが舛来た.

:ツマグロヨコバイ放飼按柾試験によって珪矧よその

被害予防の効あることを知った.

山梨県南部秋落地手引こ放ける珪敢肥料と水稲害虫と

の関係を調べ,珪繋が病虫告を軽減し(イネットムシ

右のぞく)特に窒素多肥lと伴う病虫告多発の21-を餌う

: 効果を認めることが出来た･
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TIR卓sum6

1. Accordingtothephotochemica1-methdd,
tIletranSlocationofsilicastoredin themotor･

cells･andthe'long争ndshort'cellsoftherice･

plantwasstudied. I

2. Thesilicatedrice-Plantisresistanttothe

ricestem borer(ChL'losuppresalisWa一ker).This

wasprovedbyobservingthesllapeOfmandibles,
traceoffeedingresidueandexcrementl

･3. ItLWaSShownbytheinoculationthatthe

silicatedTicep一antisresistanttothegreen-rice

leafhopper (Nephoktlt'x bipunclaluチ CL'nctlceps
Uhler). ＼
4. ThllS,theslagfertilizerwhichaccelerates

theltsilication of rice, isapreventivetothe

injurious insects,suchasthericeste血borer,
thègreenriceleafhopper, thericestem maggot

(CIzloropsoJツZaeMatsumura) and the blast

disease,thegreensm'utandthesootymoulds,
butitincreases the injury ofthe rice-plant

skipper(Parra'agutねtaBremer'etGrey)･
-1t王sveryremark∂blethat th占 slag fertilizer

compensatestheincreaseoftheinsectsanddis甲SeS

duetoexcessivetLSageOfnitrogenfertilizer.


